平成27年度　鶴岡市子ども読書活動推進委員会会議録
○日　時　平成28年1月27日(水)　午前10時～

○会　場　鶴岡市立図書館　講座室

○次　第　１．開会

　　　　　２．教育長あいさつ

　　　　　３．委嘱状交付
　　　　　４．委員自己紹介

５．協議

　　　　　　(1) 平成27年度実施事業について

　　　　　　(2) 平成28年度実施事業について
　　　　　　(3)その他

　　　　　６．その他

　　　　　７．閉会

○出席委員

　樋渡美智子委員長、三浦洋介副委員長、井上裕子委員、宮島昭子委員、瀬川幸子委員、
伊藤吉樹委員、大滝真由美委員、本間俊美委員、佐藤隆也委員、清野康子委員

○欠席委員

　　なし
○事務局

教育部長　小細澤充、学校教育課長　中野洋、社会教育課長　佐藤正哉、
健康課長　原田真弓、子育て推進課主事　鎚谷知朗、かたばみ保育園専門員　上野貴子、
学校教育専門員　吉田美子、社会教育課長補佐　佐藤尚子
○図書館職員
図書館長　佐藤巌、図書館長補佐　小野寺喜好、図書館専門員　菅原亜希子、
　　臨時職員　斎藤智子
○議事録
　１．開会（教育部長　小細澤充）
　２．委員長あいさつ（委員長　樋渡美智子）
　３．委嘱状交付
　　　　井上裕子委員、宮島昭子委員、伊藤吉樹委員、大滝真由美委員
　４．委員自己紹介

５.協議（進行：委員長　樋渡美智子)
(1) 平成27年度実施事業について（説明： 図書館長　佐藤巌）

質　疑

〈委　員〉平成27年度の他の事業はどうなったのか。3つの事業の中の数値目標につい
てはどのようなアプローチをしたのか。どういう基準でアンケートをとったのか。
〈図書館長〉新規事業としては①ヤングアダルト、平成27年度から始めている。

②情報の交換、共有。③図書資料の収集、平成28年に具体的な活動をする。④学校
図書館の調査、平成28年度以降行う予定。⑤委員会を開催する。⑥学校や図書館等

で情報を共有して、どのような取り組みが必要なのかを把握するためアンケート調査
を実施した。
〈委　員〉高校生は紙では読まなくなった。しかし、スマホ等で活字に触れる機会は以前

より多くなった。

幼児期からの読書活動は大事だと思った。

〈委　員〉本の販売は減っている。電子書籍の販売は増えている。大人にも浸透してきて
いる。読書の手段として大人はどういったサポートをしていけるのか。企業も新しい
ものをどんどん出しているので、大人が見極めてサポートしていくことが大事。

〈委　員〉本を読んで物語を理解して、物語に入り込めるようになってもらいたい。
〈委員長〉中学生の作文を読むことがあるが、年々字が書けなくなってきている。知識を

得ようとインターネットに頼っているので皆同じような文章になっている。読書に

どのように触れさせたら良いか常々思っている。
〈委　員〉ＳＮＳと子どもたちの関わりを考えていかなければならない。今はＳＮＳや

インターネットに触れなければ子どもたちはついていけない。
　　　読書離れの子どもたちの事も認めつつ、親も一緒に学ばなければならないと、

ＰＴＡでも考えている。
〈副委員長〉やまびこ号や団体貸出はとてもありがたい。
　　　幼稚園では子どもたちが自分たちの絵本を作っている。それぞれの年齢なりに自分

たちの絵本を作っている。感性豊かな学びの土台を作ってあげたいと思っている。

学校へ行ってからの読書の土台になればいい。
〈委　員〉お話を伺って、あらためて幼稚園教育の大切さを感じた。
〈図書館長〉子どもたちにとってよい本をそろえていきたい。
　
(2) 平成28年度実施事業について（説明：図書館専門員　菅原亜希子）
質　疑

〈委　員〉資料Ｐ22(5)の「学校関係者以外にも」とあるのは誰の事か。企業等からの

寄付等もあるのか。
〈図書館長〉すべての人ということ。いろいろな場所に行って図書館とはどういう所かと

いうことを伝えていきたいと思っている。
　　　平成28年度は外に出てアピールしていきたい。
〈委　員〉経団連等もいろいろな教育の場所等にも寄付していると聞いている。そういう

所にもアピールしてはどうか。
〈図書館長〉今後の検討課題だと思います。
〈委員長〉最近は銀行等も展示ホールを設けているところもある。温海分館も入口は狭い

が中に入るといい本がいっぱいあった。
〈図書館長〉旅館等にも本のコーナーがあるところもある。銀行等も待っている間に雑誌
　　が読めるようになっていてたくさん置いてある。
〈委　員〉小学校の場合は外部団体やＰＴＡや職員が力を入れている。低学年は力を入れ

ているので本に触れる機会が多いが、高学年は先生方の考え方もあるので、先生方の

理解も必要だ。
〈副委員長〉幼稚園相互の情報共有、幼稚園、保育園の情報共有をしていきたい。
〈委　員〉資料Ｐ8、小学校のところに「特に男子」が長い文章を読むのが苦手と言う

ところがある。
　　　学校図書館に司書の先生がいると本を読むのが楽しくなる。学校の規模に関係なく

図書館司書を配置してほしい。
　　　資料Ｐ7、幼稚園、保育園他のところに「読み聞かせをしている親が以前より少な

くなっている」とある。「鶴岡市子ども読書活動推進計画」Ｐ6の具体的な取り組みの

表の「家庭－1　ブックスタート事業」の時に、絵本との関わりをもっと話して

もらうと保護者の関わり方も変わってくるのではないか。
　　　アンケートの中に図書館の活動がわからない施設もある。図書館が待っているので

はなくて、外に出て行ってもらいたい。
〈委　員〉県のブックスタート研修会が鶴岡市で行われ参加した。県は「子ども読書活動

推進計画」の第3次に入る。
　　　「鶴岡市子ども読書活動推進計画」Ｐ3の数値目標の取り組みは5つあるが、3つ

は調べればすぐにわかること。毎年調べていくべきではないか。
　　　読み聞かせや本を楽しむという環境は整っているが、自力で本を読むという機会は

減っている。
　　　学校職員は「鶴岡市子ども読書活動推進計画」を見たことがあるのか。全職員に

読んでもらいたい。
〈委　員〉中学生は読書離れ。小さい時のように維持していくことはできないのか。
学校の図書館の本の充実をしていきたい。「鶴岡市子ども読書活動推進計画」は

係の机の中で眠っている状況。
　私にできることは何かということを考えさせられた。学校の先生方に関心を持って

もらえるよう伝えていきたい。

　　　昼休み等に図書館が閉まっているという状況はなくしていきたい。職員の配置の

関係もある。司書の会でも話が出ている。
〈委員長〉昔は学校図書館がにぎわっていた。司書との会話もあり心のゆとりの場でも

あった。
　
　　(3)その他　

特になし
　５．その他

　　〈図書館長〉委員の任期について。佐藤委員、清野委員については任期1期となるので、平成28年度はまた公募することになる。他の立場でご意見をいただきたいと思っている。他の委員については任期2期となっているのでもう１期お願いしたい。

６．閉会（教育部長　小細澤充）
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